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被⽤者保険被保険者
数の対前年度増減

国保被保険者数の
対前年度増減

○ 雇用の拡大に伴い、被用者保険の被保険者数の増加傾向
が加速（医療・介護に係る公費負担の伸びが減少）。

○ 高齢者世帯を除く生活保護世帯数は平成25年２月の88.4万
世帯から6.4万世帯減少。

○ 失業給付は、平成21年度の1.6兆円から0.8兆円減少。

平成20年度末 平成26年度末

被⽤者保険 3,540万⼈ 3,655万⼈
（+115万⼈）

国保 3,597万⼈ 3,303万⼈
（▲294万⼈）
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（出所）厚生労働省「被保護者調査」（23年度以前は「福祉行政報告例」）
（注）グラフは、世帯数の年度平均。
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（出所）国民健康保険事業年報、全国健康保険協会に関する基本資料、健保組合の現勢 等
（注）年度末の被保険者数の対前年度増減。

医療保険被保険者数（対前年度の増減（注））の推移
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（出所）厚生労働省
（注）失業等給付のうち、育児休業給付等を除いた求職者給付。
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